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己）���
（政 令）
0 文部科学省組織令（2 51) （平成12.6. 7 官報号外第
1 1  1号）
0 科学技術 ・ 学術審議会令（279) （向上）
0 中央教育審議会令（28 0) （向上）
0 文 化審議会令（281) （向上）
0 中央省庁等改革のための 文部科学省関係政令の整備
に関する政令（3 08) （向上）
0 文部科学省独立行政 法人評価委員会令（32 0)（向上）
0 国家公務員共 済組合法施行令の 一部 を改正する政令
(346) （平成12. 6. 23 官報号外第125号）
（府 令）
0 放射 性同位 元 素 等 に よ る放射線障害の防止 に関する
法律施行規則の一部 を改正する総理府令 （ 総 理 57)
（平成12.6. 1 官報第2881号）
（省 令）
0 教育職員免許法施行規則の 一部 を改正する省令（ 文
部47) （平成12. 6. 29 宮報第29 01号）
0 小学校及び 中学校の教諭の普通免許状 授与 に 係る教
育職員免許 法の特例等 に関する法律施行規則の一部 を
改正する省令（同48) （平成12.6. 3 0  官報第29 02号）
（規 則）
0 職員からの苦情相談（人事 院13 5) （平成1 2.6. 1 
官報第2881号）
0 人事 院規則9 -6 （俸給の 調整額） の 一部 を改正す
る人事 院規則（同9-6 -39) （平成12.6. 16 官報第
2892号）
0 人事 院規則9-3 0 （特殊勤務手当） の 一部 を改正す
る人事 院規則（同9-3 0-4 0) （向上）
0 人事 院規則1 7- 0 （ 管 理職員等の範囲） の一部 を改
正する人事 院規則（同1 7- 0 - 58) （平成12. 6. 26 官
報第2898号）
0 日本学術会議会則の 一部 を改正する規則（日本学術
会議1) （平成12. 6. 28 官報第29 00号）
（告 示）
0 著作権不明の著作物の利用 に関する裁定及び補償金





(1) 国立大学長 ・ 大学 共同利用 機関長等会議 について
第1回総務委員会（持ち回り） (6月16日）
（審議事項）
(1) 発 明の届出 について
第5回評議会（6月2 0日）
（審議事項）
(1) 学 内捜索 について
第3回事務協議会（6月2 0日）
（協議事項）









(1) 「多様な学生像 に対応 し た教育シス テ ムの確立に
ついて（答 申〉 」 の具体化 について
(2) 学務事務 電 算化専門委員会 内規（案） について
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(1) 平成13 年度概 算 要 求（ 案） の追加について
(2) 平成12年度学 内予 算配分（ 案） について
(3) 国立大学の独立行政 法人化問題に関する検討につ
いて




(1) 平成13 年度入学者選抜要項（ 案） について
(2) 平成13 年度学生募集要項（ 案） についで
ー
(3) 平成12 年度 高等学校（進路指導担当教諭） と富山
大学との入学試験に関する懇談会実施 計画 （ 案） に
ついて







(1) 平成12年度 構 内交通対策経費につい て
(2) 平成12年度黒田講堂経費について
(3) 平成12年度レク リエーシ ョン事業実施 計画 につい
て
ミ』
学 位 取 得 者










本 論 文では， パタ ー ン認識に関係す る 基 礎的な側面につい
て考 察を行った。 多クラス認識問題に お け る 正解率の期待値
に関 し て ， その期待値の 効 率 的な 計 算式 を 導 出 し た。 また，
その 計 算 量 が定 義 通りに 計 算する場合に比べ大幅に削減されることや 正解率 の 期 待値 がクラ
ス数の減少関数となること等 を証明 し た。 次に， 学 習 パターン が少ない場合に2次識別関数
の 正解率 が期待されるより小さくなる 現象に関 し て， その定 性的理由が標本 共 分散行列で推
定され る 分布 が真の 分布より細長く推定されることにあると考え その考 察 を もと に 標本 固
有値の偏りの改善 方 法 を提 案 し た。 さらに その改善 方 法により正解準 が 向 上す ること を 実
験により 示 し た。 また 本 論 文で提 案 した固有値の推定 量 が Jamesと Steinの固有値の推定
量と密接な関係にあること を 示 し た。
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平成12年度科学研究費補助金の交付決定
このたび， 平成12年度科学研究費補助金 の交 付 が決定 しま し た。
本学 に お ける研究種目ごとの決定件数・金 額等は， 以下の 表のと おりです。
研 究 種 目 新規申請件数 交 付決定件数 交 付決定額 新規採択率（ % ） 平成11年度 平成11年度交 付決定件数 交 付決定額
千円 千円
特定領域研究（A)(Z) 6 5 ( 2) 8 , 3 00 5 0. 0 3 5, 1 00 
特定領域研究（BXZ) l ( l) 3 ,  2 00 0. 0 
特定領域研究（CXZ) 2 2 43 , 8 00 1 00. 0 
基盤研 究（A)(l) 。 。 0. 0 。 。
基盤研 究（A)(2) 4 2 ( 2) 11 , l 00 0. 0 2 ( l) 14, 4 00 
基盤研究 （B)(l) 2 l ( 1) 2 ,  2 00 0. 0 l ( l) 2 ,  1 00 
基盤研 究（B)(2) 38 9 ( 8) 26 , 9 00 2. 6 12 ( 8) 3 0, 2 00 
基盤研 究（C)(l) 5 。 。 0. 0 。 。
基盤研究（C)(2) 1 07 45 (34) 46,3 00 1 0. 3 46 ( 24) 59 , 5 00 
萌 芽 的 研 究 29 4 ( 4) 2,3 00 0. 0 6 ( 4) 3 , 4 00 
奨 励 研 究 （A) 54 29 (16) 28 , 2 00 24. l 24 ( 9) 25, 700 
地域連携推進研究費 4 。 。 0. 0 。 。
計 252 98 (68) 1 72 ,3 00 l l. 9 94 (47) 14 0, 4 00 
注． 「交 付決定件数」 欄の（ ） 内は， 継続課題の採択件数 を 内数で 示す。
特定 領域研究（B） については， 平成11年度からの研究 種目であるが， 平成12年度 には公募がなかった。
特定 領域研究（C） については 新規の研究 種目である。
平成12年度科学研究費補助金交付決定者一覧
研究種目
研 究 代 表 者
研 究 課 題
交付決定額 配 分 予 定 額
所 属 職 氏 名 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
特定領域研究（AX2l 人文学部 教 授 藤本 幸夫 朝鮮古刊本及び 古紗本の 調査と 千円 千円 千円 千円その文献学的研究 l, 5 00 
II 工 学 部 教 授 北 野 博巳 ブロ ックポリ マー 集積膜 に よ る情報伝達と触媒機能の制御
I, 8 00 
3次元マイクロデ バイス 上での
II 工学 部 教 授 鈴木 正康 自 己集積的生体 分子構築と集積 l, 9 00 
化免疫チ ッ プ へ の応用
” 理学 部 教 授 山本 浩司 8の字型閉環 連続体ヘリセンの I. 8 00 分子設 計と構築
II 教育学部 教 授 山西 潤一 ネ ットワー ク を用 いた情報教育 l ,  3 00 の遠隔システムの開発
特定領域研究IBX2l 教育学部 教 授 竹 内 茂弥 自然環境下でのプラスチ ックの 3 ,  2 00 生 分解性評価
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研究種目
研 究 代 表 者
研 究 課 題
交付決定額 配 分 予 定 額
所 属 職 氏 名 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
特定領域研究（CX21 工 学 部 教 授 磯部 正治 染色 体構造異常 を利用 した疾患 千円 千円 千円 千円関 連遺伝子群の解析法の 開発 4 0, 000 
工 学 部 教 授 磯部 正治 染色 体異常 好発領域からの成人 3, 8 00 ” T細胞白血病原因遺伝子の単離





































2, 2 00 
基盤研究（A)(2) 人文学部 助教授 竹 内 潔 アフ リカ熱帯森林住民 の文化保 4, 2 00 全と内発的発展に関する研究
極小国家の 「国家的アイデンティ
II 教育学部 教 授 佐藤 幸男 ティ」 の社会的 ・ 経済的・文化 6, 9 00 7, 3 00 
的基盤に関する研究
基盤研究（B)(2) 理 学 部 教 授 東 川 和夫 複素有 界 領域の幾何学的解析構 I, 500 造 に関する研究
Si基板上の表面再構成構造とIn
II 工 学 部 教 授 館山 智祭 Sb薄膜のヘテロエピタキシ ャル l, 2 00 
成長
II 水素同位体科学 教 授 渡辺 国昭 Pd－系合金 に よ る水 素 同位 体の l, 4 00 研究センター 吸収一放 出の動 力学的研究
” 工 学 部 助教授 高橋 隆 一 多機能光触媒ス バ ッタ 薄膜の形 2 ,  2 00 成と環境 材料へ の応用
実験室及び宇宙プラ ズ マに お け
II 工 学 部 教 授 坂井 純一 る非線 形現象の理論及びシ ミユ 2, 2 00 2, 2 00 
レーシ ョン に よ る研究
II 工 学 部 教 授 北 野 博巳 有 機超薄膜一水 界面の動 的構造 11,4 00 3, 5 00 に関するラ マン 分光学的研究
II 理 学 部 助教授 酒井 英男 大地の帯磁現象 を用 いた落雷時 l, 6 00 の大地 内放 電 機構の解明
高温溶解 型温度刺激応答性高 分
II 工 学 部 助教授 星 野 一宏 子の 開発とその温度応答 を用 い 3 ,  1 00 l, 4 00 
た抗腫蕩性酵素 の活性制御
中世都市 ・ 城館遺跡に お ける電
” 人文学部 教 授 前川 要 磁気探査 ・ 土壌物性調査法の 開 2 ,  3 00 l ,  700 
発一不可視遺構の検出研究
日本国 内 に現存する文選 古紗本
基盤研究（C)(2) 人文学部 助教授 小助川貞次 の原本 調査 に 基づく文選 訓読に 2 00 
ついての総合的研究
II 教育学部 助教授 広瀬 ｛言 19世紀イギリスにおける科学者 ・ 500 技術者養成システ ムの研究
II 人文学部 教 授 藤本 幸夫 日本現存朝鮮古刊本の 調査とそ 9 00 5 00 の語学的 ・ 書誌学的研究
” 教育学部 教 授 相馬 恒雄 CH IME年 代からみた飛騨変成帯 4 00 構成岩類の生成の時空間
II 工 学 部 教 授 黒田 重靖 新規共役π系直交型化合物の合 500 成とその性質に関す る研究
ラン ニング速度と酸 素摂取量か
II 教育学部 教 授 山地 啓司 らみたトレー ニング強度の設定 500 - de flect i on Ve l oc i  ty(Vd） と
Vel oc ity at V o2max(vV02max) 
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研究種目
研 究 代 表 者
研 究 課 題
交付決定額 配 分 予 定 額
所 属 職 氏 名 平成1 2年度 平成1 3年度 平成1 4年度 平成1 5年度
基盤研究（C)(2) 教育学部 教 授 神川 康子 現代の子ども達の生活 リ ズムの 千円 千円 千円 千円乱 れが心身の健 康に及ぼす影響 7 00 2 00 
II 理 学 部 教 授 広岡 公夫 先史時代の考古 地磁気永年変化 7 00 6 00 曲線 の確立
総合情報処 朝鮮古 書デー タベース蓄積・提II 助教授 高井 正三 供用 旧字体 お よび朝鮮固有外字 5 00 4 00 理センター の整備に関する研究
II 教育学部 助教授 鼓 みどり エクスチュアルな詩篇挿絵のイ I , 1 00 7 00 メージ変換に関する総合的研究
” 教育学部 教 授 深井 甚三 近 世， 富山売薬 を 中心に し た抜 4 00 1 00 け荷取引とその運輸の研究
II 人 文学部 教 授 小谷 仲男 クシ ャン王朝の歴史考古 学的研 1 , 000 8 00 究
中世港湾都市遺跡の空間構造に
II 人 文学部 教 授 前川 要 関する考古 学的研究一青森県十 1 , 000 I, 2 00 
三港遺跡を 中心と して ー
II 人 文学部 教 授 鈴木 敏昭 述語隠喰に関する心理言語学的 5 00 6 00 研究
EUにお ける総合的汚染規制シス
II 経済学部 教 授 八木 保夫 テムの採用 とイギ リス環境 法へ 500 
の影響
アメ リカに お ける労働組合の発
II 経済学部 助教授 大森 義明 言効果の男女・人 種・年齢間格 9 00 
差
II 理 学 部 助教授 池 田 栄雄 3 種競争拡散 系にお ける進行波 I. 7 00 解の大域的構造について
II 理 学 部 助教授 栗本 猛
B 中間子物理とニ ュート リノ物 5 00 3 00 5 00 
理に よる新 素粒子模 型の探求
’E 理 学 部 教 授 石川 義和
セ リウ ム化合物 中の4 f電子の局 6 00 6 00 
在・非 局在の二重性
” 理 学 部 教 授 高木光司郎 核スピン異性 分子聞の変換速度 I, 3 00 の測定
” 浬 学 部 教 授 常川 省三
ミ リ波・サプミ リ波に お ける 分 9 00 
子スペクトルの研究
夏季アジアモンスー ンとエルニー
II 理 学 部 助教授 川村 隆 一 ニ ョ南方振動 の相互作用 に関す 1 , 2 00 1 ,000 
る研究
周波数応答 法に よ る不均一系触
” 理 学 部 教 授 安 田 祐介 媒反応進行中の 自由エネルギー 5 00 5 00 
散逸速度の測定
II 理 学 部 助教授 樋口 弘行 ポリ フィリンーチオフェ ン融合 1 ,6 00 体の合成と性質に関する研究
II 理 学 部 助教授 山口 晴司 光学活性
2H－クロメ ン三量体の 7 00 
合成研究
II 理 学 部 教 授 金 森 寛 ホヤに よ るバナジウ ム還 元 ・濃 7 00 縮 機構の化学的研究
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研究種目
研 究 代 表 者
研 究 課 題
交付決定額 配 分 予 定 額
所 属 職 氏 名 平成1 2年度 平成1 3年度 平成1 4年度 平成15年度
廃 フ。ラスチック利用 による金 属・
基盤研究（C)(Z) 工 学 部 教 授 山崎 量平 プラスチック複合タ イル製造プ 5 00 
ロセスの開発
工 学 部 教 授 鈴木 正康 水田農薬の迅速検知のための多 1 ,5 00 II 機能バ イオセンシングチップ
II 工学 部 教 授 磯部 正治 ヒ ト
14番染色 体q32 領域からの I , 700 
AIL原因遺伝子の探索
II 教育学部 教 授 田 上 善夫 東アジ アに お ける歴史時代の大 5 00 気大循環の変動
II 教育学部 教 授 諸問 晴美 人体圧迫 型衣料の設計に関する 6 00 快適科学的研究
高齢社会に対応 したホ ームペー
II 教育学部 教 授 山西 潤ー ジのバリアフ リー化に関する研 I, 1 00 
究
II 教育学部 助教授 深見友紀子
パソコン ・ ネッ トワー クに よ る I, 1 00 
音楽活動 支援システ ムの構築
蛍光の脱消光 を利用 した精子先
II 理 学 部 教 授 黒田 英世 体反応の細胞 内情報伝達 機構の 8 00 
解析
II 人文学部 教 授 筒井 洋一 情報化社会に お ける市民の政治 I, 6 00 5 00 4 00 7 00 参加の変容過程
地球環境 への影響 を考慮する日
” 経済学部 教 授 増 田 信彦 本の環境 経済勘定の作成と持続 I, 5 00 I. 4 00 
可能性に関する研究
II 教育学部 教 授 浅沼 照雄 開平面代数曲線 に関する基礎体 I, 700 I, 3 00 の下降問題の研究
II 教育学部 教 授 大森 克史 移動 境 界 を有する流れ現象の有 2 ,  2 00 700 700 限要 素 解析に関する研究
逆相液体クロ マト グラフィ一系
II 教育学部 助教授 宮部 寛志 に お ける物質移動 現象の速度 論 2 ,  000 500 500 5 00 
的解析
三角両錐 型パラジウ ム（ II） 錯体
” 工 学 部 助教授 舎漂 宣ー のL－システイン残基認識能のぺ I, 700 I, 900 
プ チド分 析への応用
表面創製に よる高 機能付与材料
II 工 学 部 教 授 塩津 和 章 の 開発とその超長疲労強度信頼 I, 900 900 900 
性評価
個別化教授シス テ ム（ P SI)の
II 教育学部 助教授 向後 千春 ネッ トワー クに よ る遠隔教育化 900 1 ,2 00 
に関する研究
’B 工 学 部 教 授 唐 政 クローン選択説に基づく免疫的 8 00 5 00 I, 2 00 なネッ トワー ク
水素同位体科学 高 機能化合金 ゲッターに よ る混II 助教授 重 田 会Y全E7 合ガス系からの ト リチウムの直 2, 900 700 研究センター 接除去に関する研究
ナホ トカ号流 出重油 より単離 し
II 理 学 部 助教授 中村 省吾 た重油分解菌 グループの重油分 I, 300 I, 100 
解能と分解機構
萌芽的 研 究 工 学 部 講 師 西 野 精一 ウエーブレッ ト を利用 した超音 6 00 波波形解析に よる材料領傷評価
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研究種目
研 究 代 表 者
研 究 課 題
交付決定額 配 分 予 定 額
所 属 職 氏 名 平成 1 2年度 平成 1 3年度 平成 1 4年度 平成 1 5年度
フ リ ラージカルを介 した光 フエ
萌芽的 研 究 工 学 部 教 授 佐々木和男 ン ト ン試薬に よ る新 しい非 特異 5 00 
的脳局所部位 破壊法
” 教育学部 助教授 河本 肇 適応 指
導教室に お ける援助活動 3 00 
プログラムの開発に関する研究
寄生植 物 を用 いた光合成 系遺伝
II 理 学 部 教 授 山田 恭司 子の色 素 体依存的な発現制御領 900 
域の解析
動 物考古 学に よ る縄文時代の西
奨励研 究（A) 人文学部 講 師 内 山 純蔵 日本地域の生業・社会構造の復 8 00 
元： 前期 を中心と して




II 人文学部 講 師 キヰ 夏生 現象の拡大と文化交流政策の変 700 
化に関する研究
II 理 学 部 助教授 藤 浩 明 海底電磁気観測で探る西九州プ 1, 100 リュ ーム ・ テク トニクス
縁辺海域にお ける陸起源 物質の
II 理 学 部 講 師 張 動 輸送一富山湾冷 水湧 出域に お け 6 00 
るコロイドに関する研究一
II 理 学 部 助 手 辻 瑞樹 社会性昆虫にお けるポリシング 1, 1 00 と繁殖スキュー
” 理 学 部 助 手 唐 原 一郎 植 物の二次細胞壁形成に お ける 700 細胞 内極性輸送
軟体動 物視細胞の光受容の細胞
E’ 理 学 部 助 手 成 田 欣弥 内情報伝達とイオンチ ャンネル 1, 000 
制御機構
電気効果 を利用 した酵母菌へ の
II 工 学 部 助 手 須加 実 遺伝子導入と蛋白質放 出及びそ 900 
の凍結保存法の開発
II 工 学 部 助教授 山口 昌樹
唾液で糖尿病 を判定で きる非 侵 900 
襲的な血糖測定法の試み
ヒ ト視覚系の明るさ知覚情報処
” 工 学 部 助 手 塚 田 章 理 機構に基づく画像強調手 法に 4 00 
関する研究
II 工 学 部 助教授 広林 茂樹 残響音場に お ける残響抑圧に関 5 00 する研究
超微細結晶粒化 し たY 系酸化 物
II 工 学 部 助 手 曾 田 哲夫 超伝導体の超伝導特性お よび高 6 00 
速超塑性特性評価
マグネシウ ムの耐食性に影響す
II 工 学 部 助 手 古 井 光 明 る金 属元 素 お よび侵入 型 非 金 属 8 00 
不純物元 素 の電子構造計算
低温域温度応答抗体の 開発とそ
II 工 学 部 助教授 星 野 一宏 のアフィニ ティ沈殿法に よ る免 6 00 
疫特異的結合蛋白質の精製
教員養成教育に お ける「総合的
‘’ 教育学部 助教授 磯 崎 尚子 な学習」の指導方法に関する基 700 
礎的研究
II 人文学部 助教授 小 野 直子 アメ リカ合衆国にお ける生殖の 1. 100 1, 100 医学化に関する歴史的研究
-9ー
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研究種目
研 究 代 表 者
研 究 課 題
交付決定額 配 分 予 定 額
所 属 職 氏 名 平成12年度 平成13年度 平成 1 4年度 平成 1 5年度
奨励研 究（A) 人文学部 助教授 加藤 重広 日本語数量調構文に関する談話 1, 300 5 00 文 法論的研究
ヘドニック ・ アプローチに よ る
II 経済学部 講 師 近 藤 康之 不動 産価格等の分 析と計量経済 1, 100 900 
学的方法の改 善
II 経済学部 助教授 岸本 寿生 中堅企業のグローパル 戦略にみ 1, 000 7 00 る外国市場参入理論の体系化
II 経済学部 助 手 柳 原佐智子 テレワーク導入 を促す情報 リテ 900 8 00 ラシー教育アプローチ
II 理 学 部 助 手 菊池 万里 Banach関数空間にお ける
マルチ I , 2 00 900 
ンゲー ルの理論
II 理 学 部 助教授 桑井 智彦 磁性化合物お よび磁性微小系の 2 ,  100 100 極低温磁場誘起熱現象
” 工 学 部 助 手 笹木 亮 柔軟給送面 を持つ波動 型軟体 リ 7 00 300 ニアフィーダ
温度場 ・濃度場同時計測シスァ
II 工 学 部 助 手 山根 岳志 ムの 開発と融液晶 析に伴う二 重 1, 100 900 
拡散対流の解析
II 教育学部 助教授 堀 田 龍也 遠隔共同学習 を成立させるため I , 100 1,2 00 の マネジメントの研究
II 教育学部 助教授 黒田 卓 遠隔教育にお ける教育方法と学 1, 500 700 習環境整備に関する研究
II 経済学部 助教授 小 野 理 恵 投票システ ムの評価方法に関す 1, 100 1, 100 る比較研究
水素同位体科学 水 素 吸蔵合金 電極 を用 いたト リII 講 師 烏養 祐二 チウム水のト リチウ ム回収法の 1, 700 5 00 研究センター 開発
平成12年度文部省国際研究集会派遣研究員（第E期）の決定
所 属 職名 氏 名 派 遣 集 会 名 開 催 国 研 究 題 目 開催期間
アメ リカ人類学会第99四年次
アフ リカ熱帯森林の狩猟採集 12 . 11. 15 
人文学部 助教授 竹 内 潔 アメリカ合衆国 民アカと近 隣農耕民の聞の民大会 族的アイデ ン ティティと社会
的不平等
12 . I 1. I 9 
理 学 部 助教授 藤 浩 明 第15 団地球 内部電磁誘導に関 不均質導体球 内の3次元電磁
I 2. 8 .  I 9 
する国際ワークシ ョップ ブ ラ ジ ル 誘導について I 2 . 8 .  27 
工 学 部 教 授 升方 勝己 第1回放射物理 ， 大電流物理 ，
双極性パルスを用 いた大電流 12 . 9. 24 
材料改変に関する国際集会 ロ シア 連 邦 パルス重イオンビームの発生と純度向 上 I 2 .  9. 29 
-JOー




部 局 職名 氏 名 派 遣 期 間 訪 問 先 研 究 課 題
工 学 部 助教授 佐々木基文
1 2. 9. 23～1 2. 9. 28 マレイシア工科大学 起 上がり小法師 型跳躍移動ロボ ット(6日間） （マ レイシア）
経済学部 助教授 内 田 康郎
1 2. 1 0. 1～1 2. 1 0. 1 0  江 原 大 学 校 企 業経営に お ける従業員の 「意思Jに関す
(1 0日間） （ 大 韓民 国 ） る国際比較研究
2. 第 1種海外派遣事業（B)（教員の 海外派遣）
部 局 職名 氏 名 派 遣 期 間 訪 問 先 研 究 課 題
人 文学部 教 授 湯川 純幸
1 2. 5. 4～1 2. 5. 9 スタ ン フ ォード大学 第l 回国際ジェ ンダーと言語学会参加及
(6日間） （アメ リカ合衆国） び研究打合せ
理 学 部 教 授 内 山 実
1 2. 6 .  14～1 2 .  6 . 21 内モ ンゴル 自 治区 砂漠に生息するヒキ ガエルの水電解質代
( 8日間） （中華人民共和 国） 謝調節 機構の研究
1 2. 8. 28～1 2. 9. 1 0  ロシア科学アカデミー
工 学 部 助 手 三井 隆志 (14日間） 一般 物 理学 研 究 所 光支援トンネ リングの理 論
（ ロ シア連 邦 ）
3. 第l 種海外派遣事業（C)（ 若手教員の 海外派遣）
部 局 ｜ 職名 ｜ 氏 名 ｜ 派 遣 期 間 訪 問 先 研 究 課 題
工 学 部 ｜ 助 手 ｜ 羽多野正俊
I l 凹凸路面を走行する移 動マ ニ ピュレータ の1 2. 9. 23～1 2. 1 o. 3 I マレイシア工科大学｜
｜ 
｜ 運動 制御－ G A を用 いた路面形状の推定と(1 1日間）
｜ （マ レイシア） ｜ I 1 動 力学 補償一
4. 第2 種外国人研究者招へい事業（B)（日本滞在中の著名な外国人研究者の招へい）
招 へ い 研 究 者
部 局 職名 氏 名 派 遣 期 間
氏 名 所 属 職
1 2. 7. 19～1 2. 7 .  23 Wayne D .  Hutchison ーユー・サウス・ウェ
工 学 部 助教授 西村 克彦 (5日間） （オーストラリア） ル ズ大学 研究員
1 2. 9. 4～1 2. 9. 8 Gary J. Shi fl et パ ジー アー大学工 学 部 助教授 松田 健二 (5日間） （アメ リカ合衆国） 工学・応用科学部 教授
1 2. 7 .  22～1 2. 7. 25 Berndt Jurgen ハ ル大学（連合王国）理 学 部 教 授 渡辺 義之 (4日間） （ドイツ） 数学科 講師
5. 第3 種外国留学への奨学事業
氏 名 性別 所 属 学 年 留 学 先 留








菊池 亮介 男 人文学部言語 文化学科 3 イルクー ツク国立言語大学 平成1 2年9月1日（ロシア連邦） ～ 平成13年3月31日
福本 義昭 男 経済学部経営学科 3 蘭州大学 平成1 2年9月1日（中華人民共和 国） ～平成13年 8月31日
一日一
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6. 第3 種外国人留学生への奨学事業
氏 名 ！ 性別 所 属 受入 部 局 等 研 究 題 目 支 給 期 間
山東 工業大学 大学 院 理 工学 研究科 ｜ 研削加工に お ける残留
｜
平成1 2年11月郭 明飛 男 （中華人民共和 国） （能登谷教授） ｜ 応 力の解析 ｜ ～平成1 3年1 0月
富山第一銀行奨学財団から助成金の贈呈
富山第 一銀行奨学財団に よ る高等教育 機関の研究活動
及 び設備等 に対する平成1 2年度 助成事業 に おいて， 本学
関係は次のと おり決定しました。
去る6月6日（火） ， 学長室 に おいて助成金 の贈呈式
が行われ， 財団の奥井 保 常務 理事から 各受賞者に目録
が贈呈された後． 受賞者 を代表して水 素 同位 体科学研究
セ ンタ 阿ー部助教授から「 助成金 は速効 性 があり， 機動
性に富む 資金 としてそれぞれ独 自 の研究 に使用 したいj
旨の謝辞 がありました。
引き続き行われた懇談会では， 各受賞者から研究課題
についての説 明 があり ， 奥井理事から感想 が述べられる
など和やかな歓談 がありました。 企目録 を贈呈される 竹井助教授
（研究助成 内容等 ）
部局 職 研究代表者 研 究 課 題
人 文 学部 助教授 佐々木 重 洋 富山県に お ける民間レベルの国際交流実態に関する研究
教 育 学部 助教授 竹 井 史 ものづくり体験 をもとにした大学と地域の連携に関する事例的研究
経 済 学部 講 師 堀 江 典 生 移行経済に お ける労働市場及び人的 資本形成に関する地域特性研究
理 学 部 助教授 川 田 邦 夫 立 山 山 岳地域に お ける降積雪特性の研究
工 学 部 助教授 長 谷 博 行 画像処理とパターン認識に関する研究
水素同位体科学 助教授 阿 部 孝 之 自動車搭載周囲体高分子型燃料電池（P EM ） の実用 化に 向 け研究センター た基礎研究
- 1 2 -
助成金 額
万円
4 0  
4 0  
4 0  
4 0  
4 0  
1 00 
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セクシュアル・ハラスメン卜等に関する研修会を開催
セクシュアル ・ ハラスメ ント等対応委員会は， 6月26
日（月 ） に 東北大学文学部の沼崎一郎 助教授 を 講 師に招
い て ， 管理職員 を対象としたセクシュアル ・ ハラスメ ン
ト等 に関する研修会 を 開催しました。
この研修会は， 管理職員にセクシュアル ・ ハラスメ ン
ト等の防止と 予防措置， 問題が生じた場合の適切かつ迅
速な対応 など を周 知するため 特に大学という社会の中
で発生する事例に焦点 を おいて実施されたものです。
沼崎講 師は ， 「キ ャ ン パ ス ・ セクシュアル ・ ハラスメ
ントの問題構造」と題し て ， 教 師と学生， 学生と学生等
の関係に お けるセクシュアル ・ ハラスメ ント について具
体例 をもとに 講 演し， 予防の 重 要さと定例的に研修会等
を実施し啓蒙し ていくことの重要さ を強 調されました。
会場となった黒田 講堂会議室では， 時津学長 をはじめ，
能登谷， 小 津両 副学長， 評議員他管理職員 が 熱心に聴講





6月 27日（火） ， フ ルブライト ・ メモ リアル基金 教育
者招へいプロ グラムに よ る米 国人教育者一行2 0人 が本学
を訪れ， 時 津学長らと懇談しました。
懇談会場の黒田講堂では， 最初に時津学長から歓迎の
挨拶 があり ， 引き続き教育学部の組織、 課 程の概要や授
業 内容等について説 明 ， その後懇談 が行われました。
懇談終了後 ， 訪問団一行は， 教育学部附属学校（小学
校， 中学校 ， 養護学校， 幼 稚 園 ） を視 察し ， 総合学習
（情報処理 ） や 作業学習等の 授業 を見学， 教育学部及 び
附属学校教員と ， 学生， 生徒に対する指導方法などにつ
い て ， 活発に意見交換 を行いました。
企挨拶する米 国教育者代表
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｜中国 遼寧省友好訪問団が本学を表敬訪問
6月 28日（水） ， 中国 ・遼寧省からの友好訪問団 が本
学 を 表敬訪問し， 時 津学長らと懇談しました。
訪問団は， 張 裕 明遼箪省 副省長 を団長とし， 程 偉
遼寧大学校長 ， 陳 伯超洛陽建工学 院 院長ら7人からな
り． 富山県庁 を訪問後， 本学 を訪問されたものでです。
事務局会議室では， 時 津学長 をはじめ， 能登谷， 小 津
両 副学長， 加藤留学生セ ンター 副セ ンター長及び 坂 田事
務局長等の関係教職員が一行 を 出迎え， 遼寧省との学術 ・
文 化交流について懇談しました。
懇談終了後． 張 副省長一行は同大留学生セ ンタ ー を見
学し， 遼寧省 出身の留学生 を激励しました。
また， 時 津学長と 程 遼寧大学校長は ， 学長室に おい
て， 両大学の学術交流の 一層の進展について意見交換 を
行いました。
司
企懇談する時津学長（左） と 程 遼寧大学校長（右）
司
工学部島崎講師ら3名が高温学会平成11年度論文賞を受賞
工学部 島崎講師ら3 名 が． 東京工業大学応用 セラミ ッ
ク ス研究所共同利用 推進室の公募共同研究の 一環として
実施した研究 を 論 文と し て 発 表したところ， その成果 が
認められ， 5月 1 5 ～ 16日に 開催された（社） 高温学会総
会に おいて平成11年度 論 文 貨 が授与されました。
な お ， 論 文題目， 著者等は次のと おりです。
論 文題目； 高温固体電解質酸 素 セ ンサ ーのための
Tb.O，及び T b2C u20s電極の検討
著者及び所属 ； 島崎利治＼山崎登志成＼寺 山清志・
吉村 昌広・・
＊ 富山大学工学部
＊＊東京工業大学応用 セラミ ッ ク ス研究所
論 文 発 表学会誌 ；高温学会誌 V ol. 2 5 , No3 (1999) 
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島崎講師 山崎助教授 寺 山助教授
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中国・河南師範大学が工学部森教授及び理学部棲井，
石川両教授に名誉教授の称号を授与
工学部の森 克徳教授， 理学部の棲井醇児教授及 び 石
川義和教授の3氏は， 中国 ・ 河南 師範大学の研究教育に
多大の支援 を行い大 きな影響 を及ぼ し たと し て ， 同大学
に招待され， 去る5 月3 0日に名誉教授の称号 を 授与され
ま し た。
3氏は， 称号記授与 後， 各2時間の学術講 演 を行うと
ともに， 同大学関係者と活発な議 論 を展開 し， 今 後は両
大学 ・ 学部問の学術交流協定の締結など を視野に入れた
更なる友好 を深め てい き たいと相互の意 向 を確認 しま し
た。
森教授らと同大学研究者との交流は1988年 に始まっ て
以来12年 にわたっ て おり， 現在も同大学 出身者4 名 が本
学で研究 を し ています。 （日本学術振興会外国人特別研
究員と し て2名が理学部及 び 工学部で研究に従事 ， 理 工
学研究科 博士 前期課程に2名が在学 中）
河南 師範大学は19 51年 に設立され， 現在は教職員1 , 700 
人， 全日制課程学生17,000人 を数える総合大学となっ て
います。
企 林 河南 師範大学党委員会書記（右） と握手する
石川教授（左）
＠®＠ゅa
渡航 の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外国 出張 工 学 部 講 師 佐 竹 信 一 アメリ カ 合 衆国 第4回水表面にお けるガス輸送国
Hl2. 6. 4 
際会議に 出席 Hl2. 6. 11 
理 学 部 教 授 高 木 光司郎 アメリ カ 合 衆国 第55回分子 分光国際シンポジウム
Hl2. 6. 1 0  
に 出席， 研究発表 Hl2. 6. 22 
理 学 部 教 授 内 山 実 中 国 内モンゴル地域（草 原， 砂漠地帯）
Hl 2. 6. 17 
に お けるヒキガエルの 調査研究 Hl2. 6 .  24 
工 学 部 教 授 森 田 弘 之 イ ギ 第19固有 機硫黄国際会議に 出席
Hl2. 6.23 
ス 研究発表 Hl2. 7. l 
工 学 部 助教授 田 島 正 登 イ タ
1) ア 2 000IEEE情報理論に関する国際シ Hl2. 6. 23 
フ フ ン ス ンボジウム ( ISIT2 000） に 出席研究発表 Hl2. 7. 7 
工 学 部 教 授 坂 井 純 一 イ タ 1) ア ミ ラ ノ ・ プラ ズマ物理研究所（Dr.
Hl2. 6. 3 0  
L a zzar o） で議論 を行う。 Hl2. 7.3 0 
Hl2. 5. 7 
工 学 部 教 授 熊 津 英 博 韓 国 共同研究打合せ
Hl2. 5. 12 
工 学 部 教 授 鈴 木 正 康 アメリ カ 合 衆国 第6回バ イオセンサ国際会議に 出
Hl2. 5. 23 
席， 研究発表 Hl2. 5. 28 
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渡航 の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外国 出張 工 学 部 教 授 熊 津 英 博 ポ フ ド 第3回国際科学会議 一大気環境保
H12. 5. 24 
ノ 全 理 論と応用 に 出席， 招待講演 Hl2. 6. 16 
海外研修 経済学部 助教授 秋 葉 悦 子 イ タ ヒトゲ ノム研究の法的考 察に関す
H 12. 6. 3 
ア る 調査， 資 料収集 H12. 6. 13 
ナピエ・スト ークス方程式の理論 H12. 6. 7 
教育学部 教 授 大 森 克 史 イ タ リ ア と数値解析に関する国際会議に 出
賦研究発表 Hl2. 6. 18 
経済学部 助教授 古 川 勝 韓 国 2 00側IS/OA interna l i ona l confe-
Hl2. 6. 7 
rence in S eoulに 出席， 論 文 発表 Hl2. 6 .  I O  
理学部 助教授 若 杉 達 也 カ ナ ダ 第6回国際植 物分子生物学会に 出
H12. 6. 18 
席， 発表 Hl2. 6. 26 
映像通信と画像処 理に関する国際 Hl2. 6. 18 
工 学 部 助教授 堀 田 裕 弘 オ ー ス ト ラ リ ア 会
表
議（V CIP2 000） に 出席， 研究発
Hl2. 6. 25  
Hl 2 .  6. 2 0  
理 学 部 教 授 鳴 橋 直 弘 台 湾 研究打合せ， 標本及び野外調査
Hl2. 7. 2 
アメリ カ 合 衆国
経済学部 教 授 飯 田 剛史 オ ー ス ト リ ア 在北米アジア系移民 の民族関係に
H12. 6. 23 
イ ギ リ ス 関する 資 料収集
フ フ ン ス Hl2. 8. 1 
ド イ ツ 第 8回 欧州乱 気流会議に 出席， 発 H12. 6. 24 工 学 部 講 師 佐 竹 信 一 ス ぺ イ ／ 、
ス イ ス 表 Hl2. 7. 3 
理 学 部 教 授 清 楼 保 弘 オ ー ス ト リ ア 第5回 Iso tope Workshopに 出席
Hl2. 6.3 0 
発表 Hl2. 7. 8 
工学 部 助教授 ソコロフ・イーゴル アメリ カ 合 衆国 第四回 Anoma lous Absorption国際
Hl2. 5. 18 
会議に 出席， 発表 Hl2. 5. 28 
工学 部 教 授 森 克 徳 中 国 河南 師範大学物理 系教官との共同
Hl2. 5 .  27 
研究の打合せ H12. 6 .  3 
司副司』ミ』
《住所変 更》
部 局 職 氏 名
文 部 教 官 中 村 雅 之人 文 学 部 （ 助教授）
文 部 教 官
芝 垣 正 光教 育 学 部 （教 授）
文部事務官 岡 冗 祐里子II （総務係）
部 文 部 教 官 広 林 茂 樹工 学 （ 助教授）
文 部 教 官 柴 田 啓 司II （ 助 手）
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司副司』司















第2回水質保全 セ ンタ ー運営委員会
第3 回教養教育企画専門委員会
第1 0回セクシュアル ・ ハラスメ ント等対応 委
員会















インタ ーンシップ説 明会（富山商工会議所 ）

































大学入試 セ ンタ ー試験富山県地区連絡会議
（本学当番）





29日 中部地区安全対策会議（名 古 屋合同庁舎）
第5 回学生生活委員会
第3 回放射線 同位元 素 総合実験室運営委員会
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（持ち回り）








学部将 来 計画 委員会
学部情報処理委員会
1 4日 研究科 委員会
教授会 （人事）
教授会






6 月3日 日本教育大学 附属学校連絡協議会 ・ 分科会並
びに 附属学校連盟校 園長 ・ 副校 園長会総会 ・
校 種別部会 ・ 連盟 代議員会 （お茶の水大学）




9日 特殊教育関係 補助金 等事務担当者会議 （国立
オリ ンピ ッ ク記念青少 年総合 セ ンタ ー）
1 2日 学部入学試験委員会
附属小学校 避難 訓 練
13日 附属 中学校教育 研究協議会
附属幼稚園避難訓練




1 5日 水泳指 導に際 し ての救急法講習会
16日 全 国国立大学教員養成学部事務長協議会 （高
知大学）
16～ 17日 附属小学校研究 発 表会
19日 日本教育大学協会評議員会 （阻(Rホ テル東京）
2 0日 附属 中学校 ・ 事務室避難訓練
21 1ヨ 学部紀 要編集委員会
26日 プ ール 聞 き
27日 学部 自 己点検評価 委員会
フ ルブライト ・メモ リアル基金 に よ る米 国人
教員 （2 0人） が 附属学校 園 を訪 問
28日 学部教務委員会
学部予算委員会
物 品 請求シス テ ム説 明会
｜ 経 済 学 部 ｜
6 月l～ 2 日
春 季国立 1 2大学経済学部 ・ 経営学部長及び事
務長会議 （福 島大学）
2日 図 書等 委員会
6 日 学部教務 委員会






1 4日 学部 自 己点検評価 委員会




16日 人事基本 問題検討 委員会
19日 将来構想等検討 委員会， 学部入学試験委員会
合同会議
2 0日 学部教務 委員会


















1 3日 学部予 算委員会
14日 教授会
人事教 授会
1 8日 出 前講 義（ 砺 波地区 中学校 文化連盟）
2 8日 学科長会議





北陸信 越 工学教育協会理事会． 評議員会 ・ 通











26日 物 品 請 求 ・ 予 算 照会シス テ ム 導入説 明会
2 7日 学部案 内編集委員会
28日 富山 県 内 工業 系 高等学校長及 び進路指導担当
教諭 との懇談会
29日 中部 圏国 立大学 工学 系事務協議会（長 岡 技術
科学大学）
報 第426号
｜ 附 属 図 書 館 ｜
6月 1 日 第 1 回50年史編集小委員会
2 8～29日 第47回国立大学 図 書館協議会 総会（金沢 市 文
化ホ ール）
｜ 捌司概i!／�－ 1
6月 8日 第3 回運営委員会（持ち回り）
9日 先端技術講演会
演題 ； 「 ソ フ ト 化 学 に よ る機能性酸化 物 薄 膜
の作成」
講 師 ； 蓮覚寺 聖 ー 工学部助教授
演題 ； 「電子部品 に お ける 機能性薄膜の応 用 」
講 師 ； 若林 守光
北陸電気工業側技術管理部長
14日 大学院生教育 講 座 「電気事業 に お け る技術 開
発」
19日 大学 院生教育 講 座 「表示パ ネル有 機 EL材料の
研究 開 発の現状 と動 向J
23日 第4 回運営委員会（持ち回り）
29日 大学院生教育 講 座 「先進超伝導材料の基礎 と
応 用 」
｜ 生問教酬i!�� － 1




6月 1 5日 第2回専 門委員会
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